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｢縁を生かす（えんをいかす）｣人は誰でも無数の縁の中に生きている。無数の縁に育まれ、人はその人生を開花させてい

く。その大事な与えられた縁を、どう生かすかは自分次第である。新たな人の出会いを大切にして生きていきたい。

至誠・致知・鍛錬

始業式を行いました
４月５日（木）に始業式を行いました。新しいクラスメート、新し

い先生方のもと「活気のある双葉中」を生徒と共につくりあげていこ
うと、以下の３つのお願いをしました。

○ 学び合いの楽しい学校にしよう
・１５年後のＡＩが活躍する時代（働き盛り）で、激変する社会
を生き抜く力を身に付けよう

・ひとりではなく、友達と協力して、創造・工夫し、問題解決し
ていくことを身に付けよう

○ 楽しく、部活動の充実をしよう
・甲斐市で一番、中巨摩で一番、山梨県で一番、日本で一番となれるようにしよう
・あいさつが一番、クツを揃えるのが一番、競技中の顔や声かけが一番、応援が一番となれるよ
うにしよう

○ 先輩後輩の大切さを学ぼう
・朝、元気なあいさつで始まり、いやなことも吹っ飛ばそう
・先輩後輩で、お互いにさわやかで元気なあいさつをしよう
・先輩には尊敬のまなざしで、後輩には優しく教えるまなざしであいさつをしよう

入学式を行いました
４月６日（金）に、副市長様、教育委員様をはじめ、多

数のご来賓と保護者の皆様にご出席いただき、「平成三十年
度双葉中学校入学式」を挙行しました。希望に満ちあふれ
た１４６名の生徒が本校に入学しました。新入生には、以
下の話をさせていただきました。

○ 「真心を尽くす」
授業や部活動、学校行事などで、共に汗を流し、共に

笑い、共に涙を流し、「真心をつくす」ことで、友達・先
輩・後輩と呼べる人間関係を築く礎となる体験の場とし
てほしいこと

○ 「力を合わせて知識を極める」
中学校では、｢教えてもらう｣から｢自ら学ぶ・共に学びあう」へと変わるので、授業でも家庭学

習でも、与えられるのを待っているのではなく、友だちと協力して、自ら課題を、自ら答えを見つ
けてほしいということ

○ 「鍛える」
難しいこと、苦しいことに出会ったら、自分を鍛えるチャンスと前向きに考えて、自分を鍛え、

大きな人間に 成長してほしいということ

新任式を行いました ※個人情報保護のため、個人名等省略してあります。

４月５日（木）に新任式を行いました。以下の９名の先生方を新し
くお迎えしました。



教 務
№ 分 掌 氏 名 教 科 部 活

1 中村
2 髙橋
3 雨宮
４ 鷹野
５ 田中
６ 志村
７ 土屋
8 石原
9 内藤
10 守屋
11 末木
12 小池
13 ﾏｲｹﾙ
14 中村
15 小澤
16 瓜生

１ 年
17 内田
18 大木
19 中島
20 志村
21 阿部
22 長田
23 森脇
24 清水

２ 年
25 渡邊
26 折居
27 中沢
28 大代
29 並木
30 飯室
31 塚原
32 菊島

３ 年
33 荻野
34 川上
35 石原
36 田所
37 芦沢
38 柳本
39 清水
40 樋口

「チーム双葉中」
教職員４０名 生徒４５０名 保護者４２０名が

「チーム双葉中」として取り組んでいます。

学校住所：〒400-0106 甲斐市岩森1337

電 話：0551-28-2019 FAX：0551-28-5689

ホームページ http://www.city-kai.ed.jp/fchu/ も併せてご覧ください。

学校たよりの発行に寄せて
本年度も学校だより『致誠・致知・鍛錬』を発行します。この三つの言葉については以下のと

おりと考えています。
【至誠】…〔真心を尽くす〕本校の校訓です。
【致知】…〔知識を極める〕
【鍛錬】…〔心身を強く鍛える〕
ご一読いただければければ幸いです。


